
 

 

 

 

【９月４日常任委員会の報告：支え愛事業】 

●木村会長が支え愛部の部長代理として事業を進めることになりました。 
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【まち協だより】 

この町で、この地で笑って老いたい ～そのために今すべきこと～ 

電話（FAX） 82-0933 

発行：山上まちづくりの会事務局 

【今年の事業】 

・高齢者が孤独にならないよう、様子うかがいをして話し相手になる活動。 

・『日南あんしんキット』(福祉保健課)の普及と更新。 

・日南町高齢者世帯軽度生活援助事業(福祉保健課)の普及と申請援助。 

・シルバー人材センター登録者やボランティア作業をする方に作業機材を貸し出す援助。 

（電動の刈払い機・トリマー・ブロアー・ポールソーなど作業道具を貸し出します。お電話ください。） 

 

【昨年始めた『山上ちょこっと応援隊』から今年の事業に至る経緯】 

●昨年始めた『山上ちょこっと応援隊』では社会実験的意味合いもあり草刈りをメインにした活動にな

りました。そこでわかったことは３０分程度の時間では目に見える作業結果が出ないということ、草刈りで

は最低でも休息を入れて１時間から１時間半の作業時間が必要であるということでした。 

●今年に入り異常な暑さで、昨年活躍された男性が熱中症や過労で３人寝込まれている情報も入りま

した。山上地域内の様子を見ても暑さで屋外に出られず、自分の家の周辺やお墓の清掃整備も困難

で、とてもボランティア作業員を募集出来るような状況でないまま 9月をむかえました。 

常任委員会では、今後も暑さは続くだろう、無理なく継続できる事業内容に変更すべきという意見が出

されました。基本的に作業は公的機関やプロに取り次ぎ、低予算で作業委託できる公的制度の普及を

事業の中心に据えることになりました。 

●支え愛アンケートはまち協では取り組まない。毎年の支え愛マップの更新で十分であり、必要を感じ

た場合は各自治会でアンケートを実施する。必要であれば福祉保健課に協力を仰ぎ、マップ作りに反映

させることになりました。  

●日南町高齢者世帯軽度生活援助事業 

【対象】日南町に住所がある在宅の、概ね 65歳以

上の一人暮らしの高齢者、高齢者のみの世帯及

びこれに準ずる世帯の高齢者。 

【援助してもらうのに必要なお金】 

シルバー人材センターの草刈りなどの作業費の

自己負担が申請者の条件により、2割負担・3割

負担・半額負担になるなど安くなります。 

例：草刈り 1時間 1980 円。2割自己負担

なら 396円と事務手数料ですみます。 

【申請先】福祉保健課。 

まち協でも申請の代行をします。連絡ください。 

 

『日南あんしんキット』があることで迅速な

対応ができ、助かった方が沢山います。 家

族全員の医療情報を入れておきましょう。 

●日南あんしんキット 

磁石つきフックで冷蔵

庫につけておく方法もあ

ります。正面でも側面で

もOKです。 
 

避難・緊急時に消防や

病院の皆さんが高齢者

を助ける基礎資料です。 
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山上文化祭（11 月 4 日） 

展示作品を募集します。 
山上文化祭を今年度も山上地域振興センターを会場として 

１１月 4 日（月・振替休日）に開催いたします。 

つきましては、書道・絵画等の作品をぜひ出品いただきます 

ようご案内申し上げます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 山上文化祭出品申込書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※申込は 10 月末までにお願いします。 

※作品は事務局でお預かりします。早く持ち込まれても大丈夫です。 

 出品プレートに名前と作品名を書いてもらいます。 

※作品展示作業は１１月３日(日)１７時からです。 

 

お問合せ：山上地域振興センター 電話/82-0933  

お名前  

電話番号  

作品名  

内 容 
書道・絵画・水墨画・写真・手芸・生け花・俳句・絵手紙 

その他（            ） 

展示方法  展示台に置く ・ 壁にかける 

備 考  

【今年の内容について】 
◯作品・活動展示以外については栗饅頭を作って体育館内で販売する以外は詳細が決まっ

ておりませんが、展示物の準備に時間がかかりますので前倒しで作品募集いたします。 

○巡回送迎バスはありません。今もまだコロナ禍のため、コロナの蔓延状況によっては文

化祭の内容が変わる場合もあります。 

○１１月３日に日南町ふる里まつりがあり、山上文化祭は１１月４日開催にしました。 

（切り取り線） 

 


